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管理業務の実施状況

⑴ 施設等の維持管理

〇 樹木等の管理育成その他米子水鳥公園の保全

〇 施設等の保守点検、補修及び清掃

〇 施設等の警備

〇 施設等に係る経費の支払

⑵ 施設等の利用に関すること

〇 各種届出書の受付

〇 入館料等の徴収

⑶ センターの利用の促進に関すること

〇 広報活動の実施等

⑷ 米子水鳥公園ネイチャーセンター条例第４条に規定する事業

〇 野生鳥類等の観察並びに野生鳥類等及び自然環境に関する学習活動のための利用に供す

ること。

〇 野生鳥類等及び自然環境に関する資料の収集及び展示を行うこと。

〇 野生鳥類等の生態に係る調査及び研究を行うこと。

〇 そのほか、市民の自然環境に関する意識の向上を図るために必要な事業。

施設の利用状況

令和3年度のネイチャーセンター入館者数は16,261人、前年度比 154 人減となった。

令和3年度は、8月16日～8月31日を観察ホールのエアコン設置工事のため休園とし、イベント

も中止した。また、老朽化部分(倉庫屋根、ネイチャーセンター正面入り口と非常口の修繕、窓

交換、倒木の撤去、浄化槽ブロアー及び制御盤交換、観察小屋撤去、観察桟橋、観察広場柵)に

ついて修繕工事に対応した。

普及啓発事業では、自然環境に関する学習活動として毎月定例の自然観察会及び手作り自然

教室・米子水鳥公園絵画コンクール・園児が描いた鳥の絵展・子ども自由研究支援・彦名水鳥

ウォークなどのイベントの定員を削減して実施した。また、鳥取県西部に新型コロナ特別警報

が発令されている場合は、米子市担当部署と相談して対面式イベントの実施を中止とした。

同様に子どもたちのボランティア､外部団体の研修、視察などを受け入れ、講師として野鳥の

専門家を派遣したり研修会を実施した。地元の企業のボランティアや、奉仕団体と合同で企画

も計画したが、多くがコロナウイルス感染拡大のため中止となった。またクラブ活動として、

子どもラムサールクラブ・ジュニアレンジャークラブなどを募集し事業を例年より人数を減ら

して実施した。

令和４年元旦から３日までは、特別開館を行い自然観察会やお正月イベントなどを行った。



施設の利用状況

「米子水鳥公園ネイチャーセンター条例」の改正による米子水鳥公園ネイチャーセンター

の開館時間の変更に対応した。

(令和３年１１月１日適用)

(変更前) １１月～３月 平日 開館時刻 午前８時３０分

(変更後) １１月～３月 平日 開館時刻 午前９時

〇 年間パスポート券の代金変更

「米子水鳥公園ネイチャーセンター条例」の改正による年間パスポート券の代金の変更に

対応した。

(令和３年１１月１日適用)

(変更前) １,５７０円(米子市条例3,140円、減額変更措置1,570円)

(変更後) １,５００円(米子市条例1,500円)

使用料（利用料金）の収入

実績

令和３年度の入館料 ( 一般入館券・割引入館券 ) 及び年間パスポート券代金の収入実績

1,244,930円、前年度比 97,390円減となった。

ただし、WeLove山陰キャンペーンに登録し、該当の入館者については、310円の入館料を200

円とした。WeLove山陰キャンペーン推進事業補助金収入は196,130円であった。



管理業務の実施に係る収支状況

収 入 支 出

項 目 金額（円） 項 目 金額（円）

米子市からの管理受託料

入館料収入

イベント収入

We Love山陰キャンペーン

推進事業補助金

雑収入

49,092,000

1,244,930

66,200

196,130

4,010

人件費

旅費交通費

通信運搬費

消耗品費

修繕費

印刷製本費

燃料費

光熱水料費

賃借料

租税公課

委託費

負担金

報酬費

支払手数料

雑支出

39,391,100

33,868

175,830

714,229

617,180

56,430

335,084

2,177,406

29,150

2,383,100

4,184,064

0

429,000

1,480

0

合 計
50,603,270

合 計
50,527,921


